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研究成果の概要（和文）：本研究は日本国内の4機関（国立民族学博物館、天理参考館、リトルワールド、松永
はきもの資料館）の米国先住民ホピ製資料を対象として、研究代表者、所蔵機関担当者、ソースコミュニティの
人々（SC）の3者で熟覧を行った。それにより二つの異なるコンテクストにおける知（資料情報・伝統的知識）
の在り方の差異が明らかとなった。また、熟覧映像は民族学博物館におけるこれまでにない一次資料（映像その
もの）かつ二次資料（モノ資料に関する補足資料）と化した。両者の「再会」は異文化のモノの理解を深めるき
っかけになったばかりか、博物館における「メディアとしての人間」の存在意義を気づかせる重要な契機となっ
た。

研究成果の概要（英文）：The project was an academic and practical attempt where researchers, the 
museum personnel, and people from the source community formed a team within the framework of a joint
 international research to improve advanced informatization of collected materials (re-collection of
 material information and disclosure adjustment process). This Project promoted "reconnection" 
between Hopi (a Native American tribe in the southwestern United States) people as the source 
community and ethnographic materials that are said to have been created by Hopi and are now stored 
by cultural institutions, including 4 ethnology museums in Japan. The objective of the "
reconnection" efforts was to reanimate the materials. Therefore, museum materials and information 
were mutually shared; items to be added and corrected were clarified; and additions and corrections 
were made by reflecting reviewers' interpretations on the basis of a cultural context.

研究分野： 文化人類学

キーワード： 博物館人類学　協働　ソースコミュニティ　ドキュメンテーション　先住民　知識　カルチャル・セン
シティビティ
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
各国の民族学博物館は 1990 年代以降、展

示する側・される側・観る側の三者が情報や
意見を交換して議論を行う場としての機能
を重要視する傾向にある。また文化人類学分
野におけるポストコロニアル批判や、交通輸
送手段と情報通信技術の発達を背景として、
研究する側とされる側との間で意見や解釈
の双方向性を担保するフォーラム化が推進
されている（Peers and Brown2003; 佐々木
2011）。 
民族学博物館が所蔵する資料は多くの場

合、文化人類学の研究成果に基づいて収集さ
れ、資料情報が付され、展示や図録などを通
して情報が再生産されていく。しかしながら
資料情報は、記載内容が乏しかったりソース
コミュニティ（資料の制作者や使用者やその
子孫、以下 SC）の観点からすると齟齬をき
たすような記述の混在も指摘されている（齋
藤 2010）。これまでの情報適正化は、研究者
が資料情報クリーニング作業を実施するこ
とで対処してきた。フォーラム化の推進を前
提とする場合、それは一方向的な適正化にと
どまり、SC の直接的関与が望まれる。例え
ば、資料もしくは SC の物理的移動を伴う調
査の立案である。前者は資料を SC に輸送し
（里帰りさせ）、SC にて修正点を聞き取る調
査となる。これは所蔵機関で展示中の資料が
含まれていたり、SC における仮置施設の欠
如といった状況があるため実現可能性が低
い。後者の SC を所蔵機関に招聘し熟覧作業
を実施する方法は、機関への経済的負担が大
きく、SC にとっても様々なアクセス障害が
あり実施は難しい。アクセス障害とは、所蔵
機関と SC との間の地理的距離（物理的アク
セス）、渡航費の捻出の困難性（経済的アク
セス）、資料情報の読解や担当者とのコミュ
ニケーションを図るための言語の壁（情報ア
クセス）などである。 
研究者が助成を獲得して SC を異国の博物

館に招聘し、自らが文化的・言語的通訳を務
めることで諸種のアクセス障害を乗り越え
た事例がある。米国南西部先住民ズニの
A:shiwi A:wan Museum and Heritage 
Center（以下、ズニ博物館）は米国博物館・
図書館サービス機構などの研究助成の交付
をうけ、英国ケンブリッジ大学考古学・人類
学博物館や米国スミソニアン協会といった
研究・資料所蔵機関と国際共同研究を組織し、
世界各地の博物館に散在するズニ資料を熟
覧した。さらに UCLA 情報学部と連携して各
機関のデータベースを統合し、熟覧結果を付
記するプロジェクトを進めている。各地の博
物館に収蔵された資料を一元管理し、SC で
の伝統文化再興に活用する先住民主導のデ
ジタル技術を駆使した現代的な取組は、アメ
リカ人類学会をはじめ様々な学会で学問的
に評価され数々の賞を授与された。米国人文
化人類学者の Fienup-Riordan は、アラスカ
及びロシア先住民ユピックの高齢者複数名

をベルリンの民族学博物館に招聘する研究
助成を獲得し、ドイツでユピック関連資料の
熟覧を実施した（Fienup-Riordan 2003, 
2005）。SC の招聘者は資料との「再会」を果
たすことで、現在では制作も使用もされなく
なった道具類を身振りとともに解説し、制作
や利用時に口ずさんでいた伝統的歌を披露
したり、性別や居住村落によって異なる制作
法や使用法を明らかにした。単なる資料情報
の誤記の修正だけではなく、現在ではフィー
ルドワークを実施しても収集が不可能な消
滅した文化的文脈を思いがけず再現させ記
録化した点が学問的に高く評価されている。
加えて、資料情報が僅少なため展示利用が困
難で収蔵庫で死蔵していた「モノ」に、SC
の記憶を照射することで文化的生命力を回
復（リアニメイト）させたことは、所蔵機関
にとって資料の活用可能性を大幅に増加さ
せた点で意義深い成果である。なお、ズニ博
物館と研究代表者の所属機関（国立民族学博
物館、以下民博）とは 2009 年以来学術交流
を促進させていて、2012 年には学術協定を
締結した。大阪の民博での資料熟覧も実施済
みで、本研究はズニ博物館との資料情報共有
調査経験から着想を得た。 
 
２．研究の目的 
達成目標は第一に、文化人類学者（ホピ研

究、博物館人類学）である私、各所蔵機関の
担当者、SC（ホピの人々）の 3 者で、資料熟
覧を実施することである。第二に、所蔵機関
の資料情報や分類ならびにホピの先行研究
における見解を SC が文化的文脈に則して提
示する知見と照合してデータを整理すると
共に、先行する Fienup-Riordan の事例では
未実施だった熟覧の様子を映像記録化し映
像資料解説として編集することである。第三
に、整理したデータを所蔵機関および熟覧に
携われなかった人たちを含む SC とで共有し、
両者におけるさらなる知の継承を展開させ、
そのプロセスを追うことである。第四に、上
記三点の実施項目を文化人類学的に分析し、
博物館資料を用いた知の共有と継承の現代
的および将来的なあり方に関する新たな調
査手法と理論的展望を拓くことである。 
なお、これら達成目標は、研究代表者が以

下に挙げる申請時（2013 年秋）までに実施
した一連の事前調査に基づいていた。本研究
で当初対象としていた機関は、民博（大阪）、
野外民族博物館リトルワールド（愛知）、日
本郷土玩具博物館（広島、現在は福山市松永
はきもの資料館）の 3 館であった（その後、
天理大学附属天理参考館が加わり 4館となっ
た）。対象とした資料は、米国南西部の先住
民ホピ族が制作したとされる木彫人形資料
で、民博が 281 点、リトルワールドが 83 点、
松永はきもの資料館が 324 点、天理参考館が
6 点収蔵していた。研究代表者は本科研を申
請した時にすでに 3館での資料調査を済ませ
ていた（資料写真撮影、採寸、資料台帳と底



面記載氏名を手がかりとした制作者遡及調
査）。収集に携わった人物へのインタビュー
調査も済ませていたので、資料の来歴と収集
の目的は明らかにしていた。また、精霊を模
した木彫人形のホピでの利用方法（女児に対
する土着宗教教育目的）もすでに明らかにし
ていた。 
 
３．研究の方法 
本研究の学術的特色の一つは調査手法に

あった。従来文化人類学は調査者自身の物理
的移動を伴う現地調査を最重要調査手法と
してきた。本研究でも現地調査は熟覧結果の
共有を図る過程で補足的に用いるが、主たる
調査は現地から日本に SC の人々を招聘する
ことであった。収集時には直接的もしくは仲
介者を通して間接的に所蔵（収集）機関と SC
とが出会うが、通常それ以降の両者の再会は
想定されない。収集時に付す情報は保存・研
究・展示利用を想定したものだが、多くは収
集時の情報不足のために収蔵庫で死蔵する。
こうした現状に対して資料の文化的再生と
将来的な知の継承を図るために、現代の SC
の思考を資料に照射する。このプロセスは、
認知症疾患者にライフヒストリーを語らせ
ることで、患者の記憶を想起させ脳の活性化
を図ったり世代間交流や地域活動に活かす
心理療法の「回想法（reminiscence）」に類
似する（六車 2012）。それをフォーラム化す
る民族学博物館と文化人類学の文脈に応用
する点で非常に独創的である。そこから期待
されるのは、所蔵機関と SC という二つの異
なるコンテクストにおける知（資料情報・伝
統的知識）の継承実態の検討とともに、民族
学博物館資料をめぐる対話と議論の場を活
性化させ、その結果今後の知の継承の展開を
図り、かつ具体的な事例を通して人類学によ
る新たな理論的展望を拓くことであった。 
 
４．研究成果 
SC として設定した米国先住民ホピを研究

期間中に 4 館に延べ 17 人を招聘・派遣した
（2014 年 10 月、民博、4 名；2015 年 4 月、
民博、3名；2015 年 11 月、リトルワールド、
2名；2015 年 11 月、天理参考館、2名；2015
年 11 月、民博、2 名；2016 年 4 月、松永は
きもの資料館、3 名；2016 年 10 月、松永は
きもの資料館、1名）。当初対象としていた資
料は精霊カチーナなどを象った木彫人形資
料に限定していたが、これら 4館が収蔵する
「ホピ製」とされる資料は全て熟覧の対象と
することにした（合計 912 点）。その一点一
点に対して、招聘したSCの熟覧者の全員が、
自身の記憶や地元コミュニティで語られて
きた伝承などを参照しながら丁寧な解説が
行われた。 
熟覧調査初回では進行方法、時間配分、機

材など手探りの状態だったが、招聘した SC
の人々も次第に日本の博物館での調査に慣
れていった。なお、熟覧の様子は全てデジタ

ルで記録した。ビデオカメラでの撮影に関し
ては、私が所属する民博での実施の時にはプ
ロのカメラマンを雇用したのだが、天理参考
館やリトルワールドといった他館を訪問す
るときにはカメラマンを雇用すると出張費
がかさむため、ボランティアを募集すること
にした。カメラや照明の設置位置、機材の使
用方法、データの管理といった内容について
も全て研究代表者がゼロから学び、実践に移
した。 
収録した動画はすぐにパート職員に文字

起こしをしてもらい、そのデータを携えて渡
米し、先住民保留地などで日本での熟覧者本
人達とともに動画を再生させながら誤記が
存在しないかどうかを確認する作業を行っ
た（協働編集作業）。資料熟覧を実施した当
時、神聖な存在を象った人形などは他の人形
と同列視できないため展示や研究活動の対
象にしないで欲しい、という要望が寄せられ
た。そうしたカルチャル・センシティビティ
への配慮が必要な資料やついうっかり発言
してしまったコメントが存在しないかのチ
ェックも、この協働編集作業の中で行った。
一連の資料熟覧調査を通して、それ以前に博
物館側が保有していた資料情報とは比べも
のにならないくらいの膨大な伝統知を得る
ことができた。また、カルチャル・センシテ
ィビティへの配慮が必要な資料の存在も明
らかになった。 
この調査の結果、資料台帳上の単なる誤記

探しといった確認作業ではなく、博物館側が
収蔵する資料に関するどういった情報を、ど
ういった媒体で、誰のために継承していくの
かという、博物館活動の根源の再考にせまる
議論を SC の熟覧者や各地の博物館学芸員な
どと行えたのは幸いである。本プロジェクト
は申請時や発足当初には想像ができなかっ
たくらい大きな成果を上げることができた。 
具体的な研究成果の媒体は主なものを次

項に列記するが、口頭発表や文字での発表だ
けではなく、SC の地元などでの成果共有会や
国際研究集会の主催、資料熟覧動画をまとめ
たコンテンツの展示会での発表など、多様な
媒体を介した十分な成果発表を行うことが
でき、マスメディアにも多数とりあげられた。
さらに、本プロジェクト期間に「国際共同研
究強化」枠の科研費が採択されたことで、本
プロジェクトで培った「再会」の方法論を米
国や英国といった日本国外の博物館に拡大
することができた。その科研費プロジェクト
はまだ継続中であるが、2018 年 3月末の時点
で、3 ヶ国、14 機関、約 2,200 点の資料を、
22 名の先住民の熟覧者とともに調査するこ
とができた。収録した映像は 640 時間を超え
る。 
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